
２
０
２
６
年
、
市
議
会
議
員
選

挙
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

大
野
と
し
子
（
現
・
左
か
ら
２

番
目
）
、
う
づ
き
武
彦
（
前
・
右

か
ら
２
番
目
）
、
松
本
ひ
ろ
か
ず

（
前
・
１
番
左
）
、
坂
巻
か
つ
の

り
（
前
・
１
番
右
）
、
角
田
た
え

子
（
新
・
中
央
）
の
５
人
の
市
議

予
定
候
補
は
、
元
旦
か
ら
市
内
全

域
で
政
策
を
訴
え
ま
し
た
。

「
失
わ
れ
た
30
年
」
―
経
済
成

長
が
止
ま
り
、
賃
金
が
上
が
ら
ず
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

物
価
高
騰
に
有
効
な
対
策
が
打
て

な
い
…
行
き
詰
っ
た
政
治
の
中
で

発
足
し
た
高
市
政
権
は
、
日
本
初

の
女
性
首
相
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

高
い
内
閣
支
持
率
で
出
発
し
ま
し

た
。し

か
し
、
「
く
ら
し
を
何
と
か

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
国
民
の
願

い
と
は
か
け
離
れ
た
政
治
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
に
は
軍

事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
に
ま
で
増

額
し
、
経
済
成
長
の
柱
を
軍
需
産

業
強
化
に
据
え
た
大
企
業
支
援
の

補
正
予
算
を
国
民
民
主
党
と
公
明

党
の
協
力
で
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

夏
の
参
議
院
選
挙
で
す
べ
て
の
野

党
が
公
約
し
た
「
消
費
税
減
税
」

や
「
賃
上
げ
」
に
背
を
向
け
、
国

民
生
活
を
守
る
柱
は
見
当
た
り
ま

せ
ん
。

さ
ら
に
、
外
国
人
へ
の
不
安
や

排
斥
感
情
を
あ
お
り
、
中
国
な
ど

特
定
の
国
を
敵
視
し
安
全
保
障
へ

の
危
機
感
を
あ
お
り
、
大
軍
拡
と

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
な
ど
、
民
主

主
義
破
壊
の
道
を
突
き
進
も
う
と

し
て
い
ま
す
。
危
険
な
流
れ
を
許

す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

４
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
は
、

く
ら
し
、
平
和
、
民
主
主
義
破
壊

の
危
険
な
政
治
に
「
ノ
ー
」
の
声

を
春
日
部
か
ら
上
げ
る
絶
好
の
機

会
で
す
。

党
を
つ
く
っ
て
１
０
４
年
。
戦

前
か
ら
「
戦
争
反
対
」
「
平
和
と

民
主
主
義
」
を
掲
げ
て
き
た
日
本

共
産
党
を
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
。

元
旦
宣
伝
で
５
人
の
市
議
予
定

候
補
は
、
高
市
政
権
の
危
険
な
流

れ
に
キ
ッ
パ
リ
対
決
し
、
平
和
と

民
主
主
義
を
守
る
新
し
い
政
治
を

切
り
開
く
決
意
と
と
も
に

●
学
校
給
食
費
の
無
償
化

●
国
保
税
や
介
護
保
険
料
の
引
き

下
げ

●
春
バ
ス
の
充
実
と
デ
マ
ン
ド
交

通
の
導
入
で
通
院
や
買
い
物
に

困
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り

●
公
共
施
設
は
廃
止
で
な
く
再
整

備
で
市
民
の
自
主
活
動
を
保
障

な
ど
、
市
民
の
く
ら
し
を
守
り
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
市
政

を
実
現
す
る
政
策
を
訴
え
ま
し
た
。
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市
議
会
議
員
選
挙
の
年

市
議
予
定
候
補
そ
ろ
っ
て
元
旦
宣
伝

平
和
と
民
主
主
義
壊
す

危
険
な
流
れ
許
さ
な
い

高
市
政
権
ノ
ー
の
声

春
日
部
か
ら
上
げ
よ
う



12
月
14
日
「
春
日
部
学
童
保

育
の
歴
史
と
未
来
を
守
る
市
民

の
会
」
主
催
で
、
春
日
部
学
童

住
民
訴
訟
・
高
裁
勝
訴
判
決
報

告
の
集
い
が
ポ
ポ
ラ
に
て
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

判
決
報
告
は
弁
護
団
事
務
局

長
の
石
川
智
士
弁
護
士
、
佐
々

木
新
一
弁
護
士
は
じ
め
弁
護
団

や
保
護
者
と
支
援
員
の
皆
さ
ん

約
40
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
労
連
の
小
林
氏
の
ほ
か
、

草
加
市
や
所
沢
市
、
ふ
じ
み
野

市
の
学
童
で
働
く
支
援
員
の
皆

さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
市

議
団
か
ら
は
木
下
み
え
子
市
議

が
参
加
し
ま
し
た
。

公
設
の
学
童
は
１
９
９
８
年

に
開
始
さ
れ
、
２
０
１
９
年
４

月
か
ら
㈱
ト
ラ
イ
に
よ
る
指
定

管
理
と
な
り
、
基
本
協
定
で
週

38
時
間
45
分
以
上
の
常
勤
支
援

員
２
名
の
配
置
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
当

初
よ
り
常
勤
支
援

員
を
確
保
で
き
な

い
状
況
で
し
た
。

20

年
、
21

年
に

㈱
ト
ラ
イ
と
市
と

の
間
で
常
勤
支
援

員
の
定
義
を
実
態

に
あ
わ
せ
る
協
議
を
お
こ
な
い
、

県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し

な
い
運
営
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
父
母
会
か
ら
の
抗
議
に
も

か
か
わ
ら
ず
改
善
せ
ず
、
保
護

者
に
よ
る
住
民
監
査
請
求
に
つ

い
て
も
市
は
退
け
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
民
の
会
で
は
、

21
年
６
月
さ
い
た
ま
地
裁
に

提
訴
（
人
件
費
返
還
を
求
め
る
）

24
年
５
月
22
日
請
求
棄
却
。

24
年
５
月
31
日
東
京
高
裁
へ

控
訴
。

25
年
11
月
13
日
勝
訴
（
市
が

㈱
ト
ラ
イ
に
19
年
度
分
２
千
万

円
、
20
年
度
分
１
千
万
円
の
損

害
賠
償
を
請
求
す
る
よ
う
に
命

じ
、
市
が
上
告
を
断
念
し
た
こ

と
で
住
民
側
勝
訴
が
確
定
）

こ
の
裁
判
で
問
わ
れ
た
の
は

次
の
２
点
で
す
。

①
学
童
保
育
の
「
質
」
…
こ
ど

も
の
発
達
権
や
教
育
権
を
最
大

限
考
慮
し
た
学
童
保
育
の
在
り

方
と
常
勤
支
援
員
の
重
要
性

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託

に
よ
る
弊
害
の
是
正
…
住
民
自

治
に
よ
る
監
査
・
訴
訟
の
有
益

性
・
必
要
性

裁
判
で
は
、
契
約
の
確
認
や

議
事
録
か
ら
市
が
後
追
い
で
実

態
の
追
認
を
し
て
き
た
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
勤

支
援
員
は
学
童
の
学
会
か
ら
の

意
見
書
・
研
究
論
文
で
、
準
備

も
加
え
た
勤
務
時
間
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
順
守
は
努
力
義
務
に

と
ど
ま
ら
ず
、
確
保
す
る
義
務

が
あ
る
こ
と
が
裁
判
所
の
判
断

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

原
告
代
表
は
「
保
育
の
質
を

守
る
こ
と
、
指
定
管
理
の
問
題

に
も
一
石
を
投
じ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
勝
訴
に
感
謝
す
る
、
各
地

の
学
童
に
活
か
し
て
欲
し
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

２０２6年1月11日（日） 日本共産党 発行 週刊 第2599号

休
日
の
当
番
医

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

1/11(日) 内科系 成松医院（上蛭田64-1）☎763-5211 小児科系 ファミリークリニックまの

（千間1-59-5）☎736-5155 外科系 正仁堂整形外科クリニック（南中曽根1070）☎738-0641

1/12(日) 内科系 東都春日部病院（大畑652-7）☎739-2000小児科系 グレース家庭医療クリニック

（大衾610-10）☎718-0107 外科系 東都春日部病院（大畑652-7）☎739-2000

訴
え
の
内
容
と
経
緯

裁
判
で
何
が
問
わ
れ
た
か

そ
の
意
義

学
童
充
実
へ
、
勝
訴
報
告
の
集
い

判
決
の
本
旨
は
学
童
保
育
の
質
の
確
保


